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みんなの翻訳とは？

• 翻訳情報発信の統合サイト
– 個人でもグループでもみんなが・みんなで使える
– 多言語の情報流通を促進

• 高度な翻訳支援機能
– 三省堂の協力で高品質の辞書を提供
– 最大３０％以上の時間削減と下訳の品質向上

• 人間と機械が共に賢くなるサイクル
– 翻訳データの活用による機械翻訳のブレークスルー
– さらに高度な翻訳支援による翻訳文化発展への寄与



翻訳･多言語化のニーズ

• 産業翻訳：インハウス～１万人、フリーランス
１０～２０万人

• 文学翻訳：数百～千人
• 学術翻訳：主に専門領域の大学教員
• 一般（時事・社会ほか）

–Ｗｉｋｉｐｅｄｉａなど、ネット上の基本情報基盤
– ＮＰＯ／ＮＧＯの文書など
–ブログ・娯楽関連など

• オープンソースのソフト・マニュアル



ネットの文書とクリエイティブ･コモンズ

• クリエイティブ・コモンズ
コンテンツに対して著作権を保持しながら一定
の自由を事前に許諾していることを、分かり
やすく表示することで自由な著作権ルールを
実現し、より豊かな情報流通と文化・科学技
術の発展をサポート



クリエイティブ・コモンズなウェブコンテ
ンツ

• ライセンスの付与されたコンテンツは１億３０
００万（２００８年）

• ２００７年約６０００万→２００８年には２倍以上
に急増

• ＮＧＯ／ＮＰＯ／国連／ブログなどの多くは、
クリエイティブ・コモンズ的

• 国境を越えた情報流通を支える枠組み
• 多くの翻訳ボランティアがこれら文書を翻訳



ボランティア翻訳の問題

• 翻訳ニーズは膨大・急増
–定常的な時間と人手不足
–組織性と引継ぎの問題

• ネット上で潜在的な翻訳者志望者は多い
–訳質コントロールの欠如
–潜在者→試行者→定常翻訳者へのパスの欠如

• 翻訳効率と質の改善（東大）
• 統合環境による翻訳者と読者のコミュニティ
（ＮＩＣＴ）



オンライン翻訳のプロセス

• 翻訳の時間配分
–辞書引き １０～３０パーセント

–サーチエンジン １０～４０パーセント

–翻訳文の作成 ２０～５０パーセント

–翻訳の修正と校正 ０～１０パーセント

２５～５０パーセントは辞書引きとネット上の調べ物



翻訳支援エディタQRedit

• 辞書引き負担の軽減
–三省堂『グランドコンサイス英和辞典』を利用
–熟語の自動検索

• オンライン調べ物時間の軽減
–Ｗｉｋｉｐｅｄｉａの大規模辞書化
–サーチエンジンの呼び出し
–ユーザ用語辞書との連携

• 辞書引きと調べ物の負担削減→質の向上







QReditの効果

• 翻訳者Ａさん：全体に効率改善
–平均２０％、最大で３０％の時間削減
–余裕を生むため下訳のクオリティが改善

• 翻訳者Ｂさん：訳しにくい文書で効率改善
–訳しにくい文書では約２０％の時間削減
–気楽に翻訳に取り組むことができる

• 翻訳者Ｃさん：全体で効率改善
–どんどん先に進み全体の流れがつかめる。



よくある質問と答え

• どのような人を対象にしているか
–英語の文章を日本語に翻訳したい
–英語の文章を簡単に読みたい
–みんなの翻訳で読める翻訳物

• 現在の状況
• 他の翻訳サイトと比較した際の強み
• 開発した目的



どのような人を対象にしているか

• 開発中の対象言語は、日中、中日、英中、中
英ですが、現在では、日英と英日のみです。
使っている人の多くは、英日方向で使ってい
るようです。

• 英日方向については、英語の文章を日本語
に翻訳したい人および英語の文章を簡単に
読みたい人を対象としています。



英語の文章を日本語に翻訳したい

• 翻訳支援エディタQReditを利用することにより、辞
書引きや調べ物が簡単にできますので、翻訳が簡
単にできます。

• 翻訳がそれほど得意でない人の場合には、辞書引
きや調べ物にかかる時間が長いので、これらを軽減
することができれば、翻訳が相対的に簡単にできま
す。

• みんなの翻訳(trans-aid.jp)のQredit体験版をお試
しください。

• 三省堂「グランドコンサイス英和辞典（36万項目収
録）」を辞書引きすることができます。



英語の文章を簡単に読みたい

• 辞書引きや調べ物が簡単にできるので、英
語の記事とかを簡単によむことができます。



みんなの翻訳で読める翻訳物

• Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ
• 電子図書館に関する情報
• オバマ大統領の週間演説
• 各種ブログ
などが翻訳されています。



現在の状況

• ７カ月で、登録者数は９５０まで増えています。
• 閲覧数は、IPが同じものは一つにまとめると、
現在のところ、１日あたり１００程度です。

• 登録文書数は２６００、公開文書数は１４００



他の翻訳サイトと比較した際の強み

• 自動翻訳サイトとみんなの翻訳は相補的です。
• 英文を精読したい場合には、 みんなの翻訳が役に立つ。 英
文のポイントを斜め読みで把握したい時、自動翻訳が役に立
ちます。

• 自分が過去に読んだ英文を保存しておき検索したりできま
すので、みんなの翻訳では英文読解能力が向上できます。
自動翻訳の訳文を読んでも自分の英文読解能力を向上させ
ることはで きません。

• 大規模な対訳文が検索できますので他人の翻訳を参考にし
て自分の翻訳ができます。

• オープンな翻訳コミュニティの育成と相互交流は、自動翻訳
サイトではできません。



他の翻訳サイトと比較した際の強み

• 様々な知識源とシームレスに統合しています
• 三省堂「グランドコンサイス英和辞典（36万項
目収録）」を辞書引きすることができます

• Wikipediaを簡単に検索できます
• ユーザが登録した用語もあります。
• 大規模な対訳人名辞書を登録予定です。
• 医学、法律関係の用語が充実しています。
• その他の専門用語も登録予定です。



開発した目的 （長期的な展開）

• 翻訳の観点からは、潜在的な翻訳者候補者の翻訳活動を大
規模に促進すること。それを通してまず日本の翻訳文化に貢
献していくことです。

• 技術的には、「みんなの翻訳」に蓄積された対訳データを活
用して機械翻訳技術を飛躍的に改善し、その技術を翻訳者
支援に活用して人間の翻訳をさらに改善することです。

• これらにより、機械の翻訳と人間の翻訳が共に進化するスパ
イラルを実現することです。

• ソフトウェア的には、オープンソース化し、ボランティア翻訳
者向け翻訳支援システムの世界標準とすることです。

• メディア的な視点からは、総合翻訳情報発信サイトとして、オ
ンライン・メディアの一翼を担うこと、多言語情報流通に貢献
することです。



今後の展開 （短期から中期）

• 多言語化（とりあえず英語のインタフェースの作成）
• 多くのOSやブラウザで動くようにQReditを改良する。（済）
• XML文書のサポート
• 用語抽出の自動化（済）、翻訳メモリ、機械翻訳の導入によ
る翻訳サポートの充実

• 個人翻訳者だけでなく、翻訳グループのサポートも強化する。
現状、アムネスティインターナショナル日本やデモクラシーナ
ウジャパン等と協力しているが、より多くのグループと協力し
たい。ご興味がある方は、みんなの翻訳にログインして
sysInfoあてにメッセージをいただければと思います。



利用拡大計画

ブラウザ
拡張

試行開始 日中対応
英中対応に
よる世界展開

今
日

5
年
後

NPO・
NGOとの
連携

翻訳会社
との連携

自動翻訳
の導入


